
「無言館」のこと

三重県生涯学習センター　
（公財）三重県文化振興事業団　■〒514-0061　津市一身田上津部田1234　

■E-mail：manabi-kouza@center-mie.or.jp　
■ﾎｰﾑﾍﾟー ｼ：゙http://www.center-mie.or.jp/manabi/
■休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌平日）  
■開館時間：9：00～19：00

（3階事務室）
インターネットで探すなら

三重県学習 検索☚申
込
・
問
合
先 tel.059-233-1151／fax.059-233-1155  《駐車場混雑が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。》

三重県立図書館・三重県立美術館　共催

関連情報

場所：三重県立図書館　１階展示コーナー

◆三重県立図書館 関連展示
期間：７月２２日～８月１６日

事前申込制・先着順
電話・ＦＡＸ・郵送・Ｅメール・ホームページ申込フォーム
窓口
電話・ＦＡＸ・郵送・Ｅメール・ホームページ申込フォーム
窓口

申込方法

三重県文化会館 小ホール
会　場

定    員 ２００名

※申込の際は講座名・お名前（ふりがな）・電話番号をご明記ください。

※受講ハガキ等は送付いたしません。

※申込の際は講座名・お名前（ふりがな）・電話番号をご明記ください。

※受講ハガキ等は送付いたしません。

一九四一（昭和十六）年東京生まれ。
信濃デッサン館・無言館館主、作家。印刷工、酒場経営な
どを経て、六四（同三十九）年、東京世田谷区に小劇場運
動の草分けとなる「キッド・アイラック・アート・ホール」
を設立。七九（同五十四）年、長野県上田市に夭折画家
のデッサンを展示する「信濃デッサン館」を、九七（平成九）
年、同館隣接地に戦没画学生慰霊美術館「無言館」を設立。
『無言館の坂道』、『無言館ノオト』、『無言館への旅』、近刊
に初めての絵本『約束』『いのち』や、『父水上勉』など著
書多数。
 第十三回 NHK 地域放送文化賞を受賞。二〇〇五（平成
十七）年、「無言館」の活動で第五十三回菊池寛賞受賞。

戦後七十年。今こそ、画家になりたいという志を果たすことなく戦地に散った画学生たちの、
その遺作にこめられた「意味」を問い直したい。
そこには、私たちが来たるべき明日をどう生きねばならないか、という教えがあるような気がする。

　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　窪島 誠一郎
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「無言館」の こ と
－戦没画学生が伝えるもの－

三重のまなび２０１５　終戦７０年特別講演会
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